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１ 塀の基準 

 塀の基準は、建築基準法施行令第 61 条、第 62 条の 6 及び 8 で規定されている。 

（宮城県沖地震等の被害を踏まえて、昭和５６年６月１日、建築基準法施行令が大幅に改正。補強コン

クリートブロック造の塀（以下、「ブロック塀」という）の高さは３ｍから２．２ｍ（標準１０段積）に、石造やれ

んが造等の組積造の塀の高さの上限は２ｍから１．２ｍと規定された。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※国住指第 1130 号より抜粋 

 

 

その他の基準を以下に示す。 

■告示 

・平成 12 年建設省告示第 1355 号（補強コンクリートブロック造の塀の構造耐力上の安全性を確かめるた

めの構造計算の基準を定める件） 

 

■日本建築学会が発行している書籍 

・建築工事標準仕様書（JASS7 メーソンリー工事）2009[日本建築学会] 

・壁式構造関係設計規準集・同解説（メーソンリー編）2006[日本建築学会] 

・壁式構造配筋指針・同解説 2013 [日本建築学会] 

・既存コンクリートブロック塀の耐震診断指針〈案〉・同解説 2014 [日本建築学会] 

・ブロック塀施工マニュアル 2007[日本建築学会] 
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補強コンクリートブロック造の塀の基準

S25.11.23
～

S45.12.21

S46.1.1
～

S56.5.31

S56.6.1
～

現在

（１）
高さ

―

・塀の高さは３ｍ以下 ・塀の高さは２．２ｍ以下 ・塀の高さは２．２ｍ以下

基礎の形状、土質、控壁の有無に
より上限あり※１

（２）
壁の厚さ

―

・高さ２ｍ以下の場合
　　⇒壁の厚さは１０㎝以上
・高さ２ｍ超の場合
　　⇒壁の厚さは１５㎝以上

・高さ２ｍ以下の場合
　　⇒壁の厚さは１０㎝以上
・高さ２ｍ超の場合
　　⇒壁の厚さは１５㎝以上

・高さ２ｍ以下の場合
　　⇒壁の厚さは１２㎝以上
・高さ２ｍ超の場合
　　⇒壁の厚さは１５㎝以上

（３）
控壁

―

・高さ１．２ｍ以下の場合
　　⇒控壁丌要
・塀の高さ１．２ｍ超の場合
　　⇒壁の長さ３．２ｍ以下ごと
　　　 壁面から高さの1/5以上
　　　 突出
　　　 径９㎜以上の鉄筋を配置

・高さ１．２ｍ以下の場合
　　⇒控壁丌要
・塀の高さ１．２ｍ超の場合
　　⇒壁の長さ３．４ｍ以下ごと
　　　 壁面から高さの1/5以上
　　　 突出
　　　 径９㎜以上の鉄筋を配置

・高さ１．２以下の場合
　　⇒控壁・控柱丌要
・高さ１．２ｍ超の場合
　　⇒壁の長さ３．４ｍ以下ごと

・控壁
　　ＲＣ造又はﾌﾞﾛｯｸ使用
　　壁面から４００㎜以上突出
　　厚さは塀の厚さ以上
　　高さは塀上端より４５０㎜以内

・控柱
　　現場打ちＲＣ造
　　断面の正味厚さ２５０㎜以上
　　高さは塀と同一

（４）
基礎

―

・基礎必要

・高さ１．２ｍ超の場合
　　⇒基礎の丈は３５㎝以上
　　　 根入れ深さは３０㎝以上

・基礎は、作用する荷重及び外力を
安全に地盤に伝え、かつ、地盤の沈
下又は変形に対して構造耐力上安
全なもの（令38条）

・基礎は、一体のＲＣ造の布基礎
（令62条の3）

・基礎必要

・高さ１．２ｍ超の場合
　　⇒基礎の丈は３５㎝以上
　　　 根入れ深さは３０㎝以上

・基礎は、作用する荷重及び外力を
安全に地盤に伝え、かつ、地盤の沈
下又は変形に対して構造耐力上安
全なもの（令38条）

・基礎は、一体のＲＣ造の布基礎
（令62条の3→H12削除）

・基礎必要

・基礎は、壁体を安全に支持するＲ
Ｃ造の布基礎（立上がり部は型枠ブ
ロックの使用も可）
・基礎は、I形、逆Ｔ形、Ｌ形で、形状
等に応じた寸法の規準あり※２
・布基礎の上下にD10以上の主筋
を配置し、D10以上のあばら筋を５０
０㎜以下の間隔で配置し主筋にかぎ
掛け

・控壁がある場合は、塀と控壁の基
礎は一体とする

（５）
鉄筋等

―

・壁頂及び基礎には横に、壁の端部
及び隅角部には縦に、それぞれ径９
㎜以上の鉄筋を配置
・壁内には、径９㎜以上の鉄筋を縦
横に８０㎝以下の間隔で配置

・鉄筋の末端は、かぎ状に折り曲げ
て、縦筋は壁頂及び基礎の横筋に、
横筋は縦筋にそれぞれかぎ掛けして
定着する

・壁頂及び基礎には横に、壁の端部
及び隅角部には縦に、それぞれ径９
㎜以上の鉄筋を配置
・壁内には、径９㎜以上の鉄筋を縦
横に８０㎝以下の間隔で配置

・鉄筋の末端は、かぎ状に折り曲げ
て、縦筋は壁頂及び基礎の横筋に、
横筋は縦筋にそれぞれかぎ掛けして
定着する（縦筋をその径の40倍
以上基礎の定着させる場合は、
かぎ掛けしないことができる。）

・縦筋、横筋はD10以上の異形鉄
筋とし、横筋は壁頂と間隔８００㎜以
下で配置、縦筋は塀の高さ、控壁の
有無等により間隔の基準あり※３
・塀の交差部、端部にはD13以上の
縦筋を配置する

・縦筋は基礎に定着し、壁頂横筋に
かぎ掛けする
・横筋は塀端部で控壁等に定着させ
る

（６）
その他

―

・構造計算によって構造耐力上安全
であることが確かめられた場合にお
いては、上記以外とすることができ
る。

・構造計算又は実験によって構造
耐力上安全であることが確かめられ
た場合においては、上記以外とする
ことができる。

・塀の長さ３０ｍ以下ごとにｴｷｽﾊﾟﾝ
ｼｮﾝｼﾞｮｲﾝﾄを設ける
・金属製ﾌｪﾝｽ付きﾌﾞﾛｯｸ塀の規準
あり

建築基準法施行令に定める基準

項目
日本建築学会の設計規準

（抜粋）
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組積造の塀の基準 

S25.11.23～S45.12.21 S46.1.1～S56.5.31 S56.6.1～現在

（１）
高さ

・塀の高さは３ｍ以下 ・塀の高さは２ｍ以下 ・塀の高さは１．２ｍ以下
・基礎スラブが無い場合は１．
１ｍ以下、所定の基礎スラブ
がある場合は１．４ｍ以下

（２）
壁の厚さ

・各部分の壁の厚さは、その
部分から壁頂までの垂直距
離の1/10以上

・各部分の壁の厚さは、その
部分から壁頂までの垂直距
離の1/10以上

・各部分の壁の厚さは、その
部分から壁頂までの垂直距
離の1/10以上

・壁の厚さは１５０㎜以上

（３）
控壁

・塀の長さ４ｍ以下ごとに、壁
厚の１．５倍以上突出した控
壁を設ける（壁厚がその部分
から壁頂までの垂直距離の
1.5/10以上の場合は控壁は
丌要）

・塀の長さ４ｍ以下ごとに、壁
厚の１．５倍以上突出した控
壁を設ける（壁厚がその部分
から壁頂までの垂直距離の
1.5/10以上の場合は控壁は
丌要）

・塀の長さ４ｍ以下ごとに、壁
厚の１．５倍以上突出した控
壁を設ける（壁厚がその部分
から壁頂までの垂直距離の
1.5/10以上の場合は控壁は
丌要）

・塀の長さ３．６ｍ以下ごとに、
壁面から６００㎜以上突出し
た控壁を設ける
・控壁の厚さは塀本体の壁の
厚さ以上とする

（４）
基礎

・組積造の壁の基礎は、一体
の鉄筋コンクリート造等とする
（※令５３条）

・基礎必要
・基礎の根入れ深さは２０
㎝以上とする
・基礎は、作用する荷重及
び外力を安全に地盤に伝
え、かつ、地盤の沈下又は
変形に対して構造耐力上
安全なものとしなければな
らない（※令３８条）
・組積造の壁の基礎は、一体
の鉄筋コンクリート造等とする
（※令５３条）

・基礎必要
・基礎の根入れ深さは２０㎝
以上とする
・基礎は、作用する荷重及び
外力を安全に地盤に伝え、か
つ、地盤の沈下又は変形に
対して構造耐力上安全なもの
としなければならない（※令３
８条）
・組積造の壁の基礎は、一体
の鉄筋コンクリート造等とする
（※令５３条→H12削除）

・基礎は鉄筋コンクリート造の
布基礎とし、根入れ深さは３０
０㎜以上かつ塀の高さの1/4
以上

（５）
その他

― ― ―

・高さ１．１ｍ以下の石塀は、
石材１個につき２個以上のだ
ぼその他金物で有効に補強
・高さ１．１ｍ越の塀は、D13
以上の鉄筋を、縦筋は９００
㎜、横筋は６００㎜以下の間
隔で挿入すること

建築基準法施行令に定める基準 日本建築学会の設計規準
（抜粋）

項目
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〔参考〕補強コンクリートブロック造の塀（日本建築学会の設計規準）

※１　ブロック塀の高さ（ｍ）

(注) 改良土：基礎周辺をコンクリートで固めたもの、またはそれに類するもの

※２　ブロック塀の布基礎の形状および標準寸法

※２の補足　布基礎の根入れ深さＤf（mm）

(注) Ｈ：ブロック塀の高さ（mm）

※３　ブロック塀の縦筋間隔

(注) 数値はＤ１０使用の場合の間隔。ただし、（　　）内数値はＤ１３使用の場合の間隔。

※３の補足　控壁の縦筋 ※３の補足　控柱の主筋

1.4

1.6

1.8

ｂ（mm） ｅ(mm）

根入れ
深さ

4-Ｄ13

4-Ｄ16

Ｄ10

Ｄ13

ｂ＋400以上

150以上

―

基礎スラブ
の厚さ

配筋

400

400

800

400

400,500,600

900

400,500,600

900

ブロック塀の高さ

立上がり部分の両側に各
130以上

ｂ＋260以上逆Ｔ形 別表
による

Ｄf＋50程度 壁厚ｔ以上

立上がり部分の片側に
400以上

―

Ｌ形

Ⅰ形 ―

Ｄ16

1.8以下

1.8超え2.2以下

補強ブロック塀

型枠ブロック塀

ブロック塀の高さ（ｍ）

1.8以下

1.8超え2.2以下

ブロック塀の高さ（m）

1.8以下

1.8超え2.2以下

塀の種類 配筋

Ｄ13

なし

1.2以下 800
400,500,600 600

400
900 450(900)

1.2超え1.6以下
400

(800)

400,500,600 400(600)
(400)

900 (450)

1.6以下

付き

1.6超え2.2以下

ブロックの長さ 縦筋間隔縦筋間隔

600

450(900)

600

450(900)

（mm） （mm） （mm）（ｍ）

型枠ブロック塀
化粧ブロックを使用する場合

ブロック塀の種別

350以上かつ(H+200)/4以上 350以上かつ(H-400)/4以上

450以上かつ(H+600)/4以上 450以上かつH/4以上

Ｉ形基礎 逆Ｔ形およびＬ形基礎

補強ブロック塀

型枠ブロック塀

布基礎の形状

控壁
・

控柱

空洞ブロックを
使用する場合

補強ブロック塀

縦筋間隔

（mm）

ｓ（mm） Ｂ（mm）

普通土 改良土 普通土 改良土

Ⅰ形 逆Ｔ形・Ｌ形

基礎の
せい

立上がり部分の
幅

基礎スラブの
張り出し幅

1.6 1.6

1.8 2.2

基礎の形状及び土質

ブロック塀の形式

控壁・控柱無し塀

控壁・控柱付き塀

Ｄｆ（mm） Ｄ（mm）

基礎の
形状

基礎スラブの幅

1.2
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図１ ブロック塀の標準形式 図２ 塀の高さの測り方

図３ 布基礎の標準形状

図４ ブロック塀の配筋例 図５ 控壁の配筋例

図６ 組込フェンス配筋例 図７ 連続フェンス配筋例
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■その他参考資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：「あんしんなブロック塀をつくるためのガイドブック」 

（(社)全国建築コンクリートブロック工業会）より抜粋 

コンクリートブロック塀の断面・配筋例 

※各数値は日本建築学会の設計規準の値 

コンクリートブロック塀のチェックポイント図 
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塀の根入れ・高さチェックポイント図 

 ※島田市（静岡県）資料より抜粋 
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出典：「壁式構造関係設計規準集・同解説（メーソンリー編）2006」より抜粋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：「あんしんなブロック塀をつくるためのガイドブック」 

（(社)全国建築コンクリートブロック工業会）より抜粋 

 

図 擁壁の上部に塀を設ける場合の限度 

図 控壁及び端部の距離 

塀を鉄筋コンクリート造などの

擁壁の上部に設ける場合は、塀と

擁壁の設計は同時に行い、工事も

連続して行う。また、塀の縦筋は

正確に擁壁に定着させる。 




